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（t2-t1） SE t平均 SD 平均 SD
KISS18 59.683 9.935 61.873 9.192 2.190 0.917 2.389 *
先輩・後輩 18.921 4.619 19.952 4.085 1.032 0.422 2.444 *









































（t2-t1） SE t平均 SD 平均 SD
KISS18（注１）
　１．他人と話していて，あまり会話が途切れないほうですか 3.603 0.853 3.587 0.835 －0.016 0.114 －0.139
　２．他人にやってもらいたいことを，うまく指示することができますか 3.159 0.884 3.397 0.730 0.238 0.095 2.500 *
　３．他人を助けることを，上手にやれますか 3.286 0.792 3.635 0.768 0.349 0.099 3.526 **
　４．相手が怒っているときに，うまくなだめることができますか 2.984 0.889 3.159 0.745 0.175 0.117 1.498
　５．知らない人でも，すぐに会話が始められますか 2.762 1.201 3.048 1.224 0.286 0.129 2.217 *
　６．まわりの人たちとの間でトラブルが起きても，上手に処理できますか 2.952 0.812 3.048 0.792 0.095 0.119 0.799
　７．こわさや恐ろしさを感じたときに，それをうまく処理できますか 3.000 0.950 3.175 0.890 0.175 0.105 1.663
　８．気まずいことがあった相手と，上手に和解できますか 3.746 0.842 3.603 0.925 －0.143 0.103 －1.382
　９．仕事や活動をするときに，何をどうやったらよいか決められますか 3.556 0.894 3.603 0.730 0.048 0.114 0.417
　10．他人が話しているところに，気軽に参加できますか 3.508 1.014 3.635 0.955 0.127 0.102 1.240
　11．相手から非難されたときにも，それをうまく片付けることができますか 3.206 0.919 3.302 0.775 0.095 0.103 0.925
　12．仕事や活動の上で，どこに問題があるか見つけることができますか 3.270 0.700 3.476 0.692 0.206 0.088 2.342 *
　13．自分の感情や気持ちを，素直に表現できますか 3.492 1.045 3.730 0.987 0.238 0.139 1.713 ＋
　14．あちこちから矛盾した話が伝わってきても，うまく処理できますか 3.206 0.676 3.317 0.692 0.111 0.101 1.095
　15．初対面の人に自己紹介が上手にできますか 3.032 1.164 3.206 1.124 0.175 0.114 1.527
　16．何か失敗したときに，すぐに謝ることができますか 3.825 0.993 3.937 0.801 0.111 0.091 1.223
　17．周りの人たちが自分とは違った考えでもうまくやっていけますか 3.587 0.796 3.571 0.837 －0.016 0.102 －0.155
　18．仕事や活動の目標を立てるのに，あまり困難を感じないほうですか 3.508 0.982 3.444 0.947 －0.063 0.139 －0.456
先輩・後輩（注２）
　19．先輩と話していて，あまり会話が途切れないほうですか 3.413 0.994 3.556 0.963 0.143 0.117 1.218
　20．先輩にやってもらいたいことを，うまく指示することができますか 3.048 1.184 3.222 0.924 0.175 0.133 1.313
　21．先輩を助けることを，上手にやれますか 3.317 1.013 3.492 0.896 0.175 0.092 1.897
　22．気まずいことがあった先輩と，上手に和解できますか 3.206 0.936 3.444 0.963 0.238 0.110 2.161 *
　23．先輩が話しているところに，気軽に参加できますか 3.000 1.150 3.048 0.923 0.048 0.127 0.375
　24．先輩から非難されたときにも，それをうまく片付けることができますか 2.937 1.148 3.190 0.998 0.254 0.130 1.955
オリエンテーリング
　25．地図を見ると，自分がどこにいるのかわかる 3.127 1.350 3.825 1.251 0.698 0.135 5.170 **
　26．地図を見ると，次に進むべき方角がわかる 2.921 1.261 3.730 1.334 0.810 0.130 6.241 **
　27．グループで話し合って，次に進むポイントを決めることができる 3.413 0.927 4.460 0.758 1.048 0.112 9.367 **
**：p＜.01，*：p＜.05，＋：p＜.1
注１：一部の項目は語句を省略したり，語句（「和解」「「非難された」「矛盾した」）に説明を加えたりしている。
注２：１年生向けは「先輩」，２年生向けは「後輩」としている。
は，オリエンテーリングの最中には，どのポイントに
向かうべきか，それに伴いどの方角に進むべきかなど，
グループの中で相談し決定しなければならない機会が
多くある。その際，自分の意見が他者に受け入れても
らえないこともあるだろう。このような時，自分の意
見を主張するだけではなく，周りの意見を聞き入れて，
次の活動に移ることができた結果だと考える。後輩が
先輩の意見に素直に従ったり，逆に先輩が後輩の意見
を優しく聞き入れてあげたりしていた様子が伺える。
　オリエンテーリングについてみると，「25．地図を見
ると，自分がどこにいるのかわかりますか」，「26．地
図を見ると，次に進むべき方角がわかりますか」に有
意差がみられた。振り返りカードには「みんなでポイ
ントを地図で確認して，そのポイントまで行くことが
できました。」や「『次はここに行こう』という声かけ
をしました。」といった記述もみられた。生徒たちが
ルールを守って真面目にオリエンテーリングに取り組
んでいたことが伺える。
　「27．グループで話し合って，次にすべきことを決め
ることができますか」でも有意差がみられた。オリエ
ンテーリングは，いわば「グループで次にすべきこと
を話し合い，決定し，実行する」という作業の繰り返
しである。具体的には，以下のようなことが言える。
スタート前に，作戦タイムでどのようなルートでポイ
ントを巡るか計画を立てる。そして，スタートしてか
ら順にポイントを巡って行く。またポイントに到着す
るたび，計画上の次のポイントの状況や残り時間を考
慮して，次に目指すポイントを最終決定する。そして，
そこへ向かうための方角や行き方を確認し，行動に移
すのである。本項目が，ピア・サポート活動の前後で
大きく上昇したことから，生徒たちは「グループで次
にすべきことを話し合い，決定し，実行する」という
流れを繰り返しながら，ピア・サポート活動に取り組
むことができたと言える。
２．ピア・サポートの前後で差がなかった項目
　「６．周りの人たちとの間でトラブルが起きても，そ
れを上手に処理できますか」は前後の差がなかった。
これは活動中にトラブルが発生し，それを処理すると
いう場面に出くわしたという実感があまりなかったか
らだと考えられる。「17．周りの人たちが自分とは違っ
た考えを持っていても，うまくやっていけますか」に
ついても同様に，活動中にグループ内で考えの相違が
生じ，それを善処するという場面に出くわしたという
実感があまりなかったからだと考えられる。
　今回のピア・サポート活動におけるオリエンテーリ
ングでは，少なからず，グループ内でトラブルが発生
したり，意見がぶつかったりする場面があったと思う。
例えば，グループのメンバーの誰かの指示に従ったら
道に迷ってしまった，時間制限をオーバーしてしまっ
たなどである。また，グループ内で次に進む方向につ
いて意見が分かれてしまったということもあるはずだ
ろう。小さなトラブルや意見のぶつかり合いではある
が，おそらくどのグループでも体験していることであ
り，それをうまく解決することもできたのではないだ
ろうか。生徒たちにこれらの実感を持たせるには，振
り返りカードに新たな記入欄を設けるべきだと考え
る。それは「あなたのグループでは，トラブルが起こっ
たり，意見が分かれてしまったりすることがありまし
たか？そのようなことがあった場合，どのようにして
解決しましたか？」このような振り返りをさせること
で，生徒たちは問題を解決することができたのだとい
う実感を持つことができるのではないだろうか。実感
を持たせることで，それは生徒たちの自信へとつなが
り，今後の生活に活かすことができるだろう。
　「９．仕事や活動をするときに，何をどうやったらよ
いか決められますか」については，一人一人の役割が
明確になっていなかったグループがあったことが考え
られる。今回のピア・サポート活動では，２年生がリー
ダーシップをとるように指示し，１年生はそれに従う
ように呼びかけた。しかしながら，口頭で呼びかけた
だけでは，どのように動いたら良いか分からない生徒
もいたのだろう。この課題を解決するための方法とし
ては，ピア・サポート活動の事前学習として，１，２
年生にそれぞれ役割について教示する機会を設けたら
どうだろうか。例えば，１年生に対しては，「今回のピ
ア・サポート活動では，２年生が中心になって活動し
てくれます。１年生は，２年生の指示をしっかりと聞
くようにしましょう。」と教示する。２年生に対しては，
「今回のピア・サポート活動では，２年生が中心になっ
て活動します。先輩として，後輩を引っ張っていく力
を高めてもらいたいのです。話し合い活動など，２年
生主導で進めてください。」と教示する。そして，２年
生には，話し合い活動を中心になって進めるやり方を
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トレーニングする。こうすることで，いざ１・２年生
の混成グループになったときにも，円滑に活動が進む
のではないかと考える。
　「18．仕事や活動の目標を立てるのに，あまり困難を
感じないほうですか」については，活動の目標を明確
に立てたり，確認したりする機会が欠けていたことが
原因だと考えられる。今回のピア・サポート活動は３
回に渡って行ったが，そのたびに振り返りの時間を設
け，振り返りカードに記入してもらった。しかしなが
ら，振り返りカードに次時の目標を書いてくれた生徒
もいれば，そうでない生徒もいた。この課題を解決す
るための方法としては，授業のはじめに，その日の活
動の目標を立てたり，前時の振り返りカードを確認し
たりするのはどうだろうか。このような時間を設ける
ことで，生徒たち自身の目標，そしてグループ内の目
標を明確にすることができると考える。
３．まとめ
　本研究では，生徒のソーシャルスキルを身につけて
いる程度を測定するために，KISS18を18項目，先輩・
後輩を６項目，オリエンテーリング項目を３項目，合
計27項目の質問紙を作成し，プログラムの導入前と導
入後に２回実施した。その結果，これら３つの尺度の
それぞれで有意な差が見られた。しかしながら，27項
目を詳細に分析すると，有意な差が見られた項目と，
そうでない項目に分かれた。有意な差が見られなかっ
た項目については，前述してきた通り，今後の課題と
する。
　また，本研究は，生徒たちのソーシャルスキルを向
上させたところで終わってしまっている。真の目的と
しては，このピア・サポート活動で身に付けたスキル
を，生徒たちには学校生活や部活動の中で活用しても
らいたいのである。そして，日常生活でのソーシャル
スキルが向上することによって，しだいに生徒たちの
自己有用感も高まってゆくはずだ。今回は，生徒たち
の成長を最後まで見届けることができなかったが，今
（おのざわ　さやか・かけがわ　たけし・おとやま　わかほ）
後の課題として，身に付けたソーシャルスキルを日常
で活用できているかどうかを検討してゆきたい。
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